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各種メディアにお取り上げいただきました！

NHK総合テレビ、読売テレビ、
関西テレビ、日刊木材新聞、

関西NEWS WEB

大阪・関西万博 木造建築海外パビリオン

NHK 関西NEWS WEB
https://www3.nhk.or.jp/kansai-news/20240624/2000085425.html

※ご取材に関するご相談は下記までご連絡ください。
西尾レントオール株式会社 広報宣伝室

TEL：06-6253-0824（携帯電話：070-2321-6144） MAIL：kosen@nishio-rent.co.jp

木造モジュール採用の万博インドネシアパビリオン政府代表が現地視察
インドネシア政府代表による現地視察に合わせ、各種テレビ番組・新聞記事
にて、西尾レントオールの木造モジュールが採用されている「大阪・関西万博
インドネシアパビリオン」の工事の様子をお取り上げいただきました。
インドネシアパビリオンは、高さ17mにも及ぶ外装フィンを備えた木造船を
イメージした建造物であり、パビリオン奥の木造シアターに木造モジュール技術
であるATA CLT-S構法が導入されています。

西尾レントオールでは、パビリオン建設に向けた実証実験や研究開発に取り組ん
でおり、今後も木造モジュールを広くご活用いただけるよう、木材の
安定供給に向けた体制構築を進めてまいります。

乗りものニュース 電動建機 カーボンニュートラル GX

舗装工事に革命!?「市場にないから作った｣電動タイヤローラ
乗りものニュースに「リチウムイオンバッテリー化タイヤローラ」が掲載されました。
同製品は、まだ市場にはない電動化されたタイヤローラの開発により、道路工事のGXを
目指すものです。レンタルを生業とする西尾レントオールが開発に挑戦しているという
点も注目され、お取り上げいただきました。

安全対策 建設DX 働き方改革

AIの｢目｣が危険把握
AI安全帯不使用者検知システム｢KAKERU(カケル)｣
北海道建設新聞にて、西尾レントオールがレンタルを手掛けるAI安全帯不使用者検知
システム「KAKERU（カケル）」をお取り上げいただきました。画像認識AI技術でフック
不使用者を自動検知・通知する「KAKERU」の提供により、現場災害の抑止、監督作業の
省力化、作業員の安全意識向上等に貢献いたします。

北海道建設新聞

乗りものニュース
https://trafficnews.jp/post/133166#google_vignette

2024年6月24日~7月5日 各社発信

2024年6月14日 掲載

2024年7月2日 掲載

日刊工業新聞 大林組のFC建機 開発など13件採択 カーボンニュートラル技術支援 大阪府 2024年7月11日
※大林組FC建機の共同開発企業として掲載

日本経済新聞電子版、日経速報ニュース
日刊建設工業新聞、日刊建設工業新聞

高所作業車キーレスシステム普及を加速 竹中工務店、取り扱いレンタル会社を4社に
2024年7月10日～11日

日本経済新聞電子版
https://www.nikkei.com/nkd/company/article/?DisplayType=11&ng=DGXZRSP674665_Q4A710C2000000&nik_code=0013271

※システム取り扱いレンタル会社の１社として掲載

画像引用：ニシオホールディングスYouTubeチャンネル掲載動画
※分析活用のため「クルクルManager」を
経由してリンク先情報が表示されます



イベント 暫定地・遊休地活用

https://www.nishio-rent.co.jp/rentall/news/news/lala-arena-tokyo-bay/

NISHIOの取り組み・最新情報etc

中期経営計画の詳細については、ニシオホールディングスサイトまたは下記資料をご覧ください。
https://nishio-grp.co.jp/nishio-group/management_plan/

西尾レントオールはLaLa arena TOKYO-BAYの運営業務をレンタルで
サポートいたします
西尾レントオール株式会社は、三井不動産株式会社と株式会社MIXIで設立した株式会社
TOKYO-BAYアリーナマネジメントが企画・運営を行う大型多目的アリーナ『LaLa arena 
TOKYO-BAY（ららアリーナ東京ベイ）』にイベント用資機材のレンタルを通じて参画して
おります。資機材の納品だけでなく、レンタル商品を活用した中長期の施設運営サポートや
企画提案も行っており、暫定利用地や遊休地の施設運営や活用に貢献いたします。

産官学民連携 研究開発 地域交流

【開設1周年】新たなレンタルビジネスの発信地
  西尾レントオールR&D国際交流センター

7月3日に、2025年大阪・関西万博会場である夢洲の隣に位置するR&D国際交流センターを
開設してから1周年を迎えました。開設からの1年間多くの皆様のご支援とご協力により、
本施設は新たなレンタルビジネスの発信地として着実に歩みを進めつつあります。
今後も地域交流や産官学民の皆様とさらなる連携を深め、持続可能な社会の実現に向けて
取り組みを継続し、国内外のパートナーとの協力を通じて、新たな価値創造に挑戦してま
いります。

各種メディアにお取り上げいただきました！

日刊建設工業新聞
建設通信新聞

大規模斜面崩落対策が完成 80人が参加し事業完了を祝う 近畿整備局 2024年6月25日

日刊建設工業新聞 関東整備局無人化施工講習 応募殺到で追加開催検討 2024年7月1日

建通新聞 西尾レント R&D国際交流Cでイベント 2024年7月6日

日刊建設工業新聞 7月にICT施工『施工講習』起工測量から出来形管理まで学ぶ 関東整備局 2024年6月14日
※西尾レントオールは講習会の講師役として参加

※砂防堰堤現場の無人化・自動化施工に携わる企業として掲載

※西尾レントオールは講習会の講師役として参加

https://www.nishio-rent.co.jp/news/?m=Detail&id=465

https://www.nishio-rent.co.jp/ https://twitter.com/anzenkun_nishio

※スタートアップとして新たな挑戦を目指す方々への支援イベントを開催

https://www.nishio-rent.co.jp/rentall/news/news/lala-arena-tokyo-bay/
https://www.nishio-rent.co.jp/news/?m=Detail&id=465
https://www.nishio-rent.co.jp/
https://twitter.com/anzenkun_nishio
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